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（
二
日
本
の
養
生
書
の
沿
革

日
本
の
養
生
書
お
よ
び
養
生
思
想
の
沿
革
は
藤
浪
剛
一
先
生

の
名
著
「
日
本
衛
生
史
」
（
日
新
書
院
一
九
四
二
）
に
詳
述
さ
れ
、

主
な
養
生
書
は
殆
ど
蒐
集
さ
れ
「
乾
々
斎
架
藏
和
書
目
録
」
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
今
回
エ
ー
ザ
イ
内
藤
記
念
く
す
り
博

物
館
所
蔵
の
養
生
書
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
き
日
本
の
養
生
書
の
沿

革
を
ひ
も
と
い
た
（
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
野
尻
佳
与
子
、
青
木

允
夫
両
氏
に
深
謝
す
る
）
。
古
代
よ
り
明
治
に
到
る
日
本
の
養
生

老
年
医
学
の
歩
み
を
尋
ね
る
時
、
日
本
医
学
史
に
お
い
て
養

生
書
の
果
し
た
役
割
り
は
大
き
い
。
本
報
告
で
は
Ｃ
・
Ｗ
・
フ

ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
長
生
法
を
紹
介
し
、
そ
の
日
本
の
養
生
書
の

沿
革
と
現
代
老
年
医
学
に
お
け
る
意
義
を
検
討
し
報
告
す
る
。
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Ｗ
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（
二
）
Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
長
生
法

Ｃ
・
Ｗ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
（
一
七
六
二
～
一
八
三
六
）
は

ド
イ
ツ
の
名
医
で
イ
エ
ナ
大
学
と
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
で
医
学

を
学
ん
だ
が
、
イ
エ
ナ
大
学
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
内
科
教

授
と
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
創
設
に
も
尽
し
た
人
で
四
百

篇
も
の
著
作
が
あ
り
、
日
本
の
蘭
方
医
に
よ
り
多
く
が
翻
訳
さ

れ
て
い
る
。
長
生
法
（
三
四
百
号
ご
鼻
．
弓
患
）
は
Ｃ
・
Ｗ
・
フ

ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
が
三
十
四
歳
の
時
刊
行
し
た
一
般
向
け
の
医
書

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

そ
の
目
次
を
見
る
と
大
気
、
飲
食
、
水
質
論
歯
牙
保
護
、
不
飲

書
は
驚
く
ほ
ど
多
数
あ
り
、
室
町
時
代
ま
で
は
養
生
書
は
殆
ど

が
中
国
医
学
か
ら
の
移
入
で
あ
り
、
江
戸
中
期
に
な
る
と
古
方

派
の
優
れ
た
養
生
書
が
多
く
出
版
さ
れ
、
貝
原
益
軒
の
養
生
訓

は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
幕
末
に
な
る
と
西
洋
医
学
の
養
生
書

（
衛
生
学
書
）
が
入
っ
て
き
て
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
長
生
法
は

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
で
各
々
を
紹
介
で
き
な
い
が
、

医
史
学
を
医
学
文
化
史
の
立
場
で
掘
り
下
げ
ら
れ
た
藤
浪
剛
一

先
生
の
研
究
は
素
晴
ら
し
く
感
銘
を
受
け
た
。
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食
を
治
す
衣
服
、
家
屋
、
睡
眠
、
浴
場
、
運
動
、
房
事
、
旅
行

な
ど
に
つ
い
て
人
体
生
理
と
衛
生
学
の
知
識
を
用
い
て
分
り
易

く
述
べ
て
い
る
。

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
が
長
生
法
を
公
に
す
る
契
機
は
ゲ
ー
テ
の

家
で
催
さ
れ
た
金
曜
会
の
講
演
で
あ
り
、
そ
れ
が
機
縁
と
な
っ

て
ワ
イ
マ
ー
ル
公
推
薦
で
イ
エ
ナ
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
温

厚
か
つ
敬
謙
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
は

ベ
ー
コ
ン
と
カ
ン
ト
の
影
響
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ル
レ
ル
と
の
交
遊

が
人
生
の
背
骨
を
な
し
て
い
る
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
日
本
へ

の
受
容
に
つ
い
て
は
杉
田
成
卿
と
緒
方
洪
庵
の
両
名
の
役
割
が

大
き
い
。
辻
恕
介
訳
の
長
生
法
は
抄
訳
で
あ
り
、
原
本
第
三
章

の
長
寿
の
手
段
の
所
の
短
い
翻
訳
で
あ
る
。
そ
の
日
本
の
一
般

読
者
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と
共
に
、
大
気
汚
染
や
水
質
の

事
な
ど
現
代
の
環
境
問
題
に
も
通
じ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
い
。

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
「
医
学
必
携
Ｉ
実
地
医
療
の
手
引
き
’
五

十
年
の
経
験
の
遺
産
」
（
一
八
三
六
）
は
医
家
向
け
の
大
著
で
あ

り
、
そ
の
殆
ど
が
蘭
方
医
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
て
お
り
、
日
本
へ

の
西
洋
医
学
の
導
入
に
果
し
た
役
割
は
大
で
あ
る
。

（
三
）
老
年
病
予
防
時
代
の
到
来
と
養
生
思
想

現
代
の
老
年
病
と
老
年
医
学
は
著
し
い
進
展
を
見
せ
、
二
十

一
世
紀
は
寿
命
を
科
学
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
時
代
と
な

っ
た
。
日
本
は
今
世
界
一
の
長
寿
国
と
し
て
老
年
病
の
予
防
対

策
の
研
究
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
は
生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
に
重
点
を
置
い
た
「
健
康

日
本
副
」
の
健
康
増
進
策
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
の
中

で
も
日
本
医
学
史
に
お
い
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
養
生
思
想

の
再
評
価
と
そ
の
新
し
い
役
割
が
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
地
球

上
生
命
の
進
化
と
歴
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
地
球
環
境
や
新
し

い
生
命
倫
理
の
問
題
を
解
決
し
て
、
人
類
の
新
し
い
幸
せ
の
追

求
が
実
現
さ
れ
る
日
の
近
い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。


